


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































m ． φ ．20250 ．60 ．75 ．22200 ．75 ，78 ．5ユ175 ．79 ．81 ．34
工50 ．87 ．88 ．4ユ
⊥25 ．90 ．93 ．54
ユOO ．92 ．96 ．7270 ．90 ．96 ．6850 ．85 ．92 ．6440 ．77 ．82 ．57

































































































































































































































































































































































































































































㌔）¢ F白耐1e Ha1・ F馴占1e
??? ??? ??? ???? ??? ???? ??? ????
［AllADA 1．ユ 1．0 0．9 ユ．o 1．1 o．9 1．1 o．9
C“匡









」．有P酬 o．8 LO 0．9 0．8 0．9 1．0 1．0 o．8
GERMNY，　F．R， 1．1 1．1 L2LO 1．2 LO 1．0 0．9
AUSTRIA 1．3 1．3 1．0 1．2 1」 1．1
EELGI皿 1」 0．8 1．1 0．8
DENMRX L2 1．5 2．D 1．2 ユ．2 Lq L9 1．2
FIM肋 ユ．5 1．5 0．8 1．2 ユ．6 1．3 0．8 L2
FR州CE 0．8 o．9 0．9 0．8 0．8 0．8 LO 0．7
IREいND 0．8 o．8 L2 1．勾 LO0．7 L1 1．1
llALY 0．7 L2 0．8 L1 0．7 Ll 0．8 ユ．0
NOR冒AY 2．2 L勾 L2 2．2 」．ユ Lq
旺THERLANDSユ．ユ L3 ユ．1 1．0 ユ．0 1．2 1．1 L1
PORτじ仙し 0フ o．9
E｝｛6副D8WAL〔S0．8 1．1 Lo 1．ユ Ol81』 0．9 1．1
s［oτUt｛o L2 o．9 Lo L1L5 0θ lJ D、9
llORTHER旧RE酬D1．7 1．3 2』 1．3 1．0 15 ユ．2 1．2
S舵DEN 3．0 1．2 4．0 1．2 2．9 1．1 2．q 1．3
SHIτ2ERいND L2 1．2 L6 1．0 1．2 1．2 L3 o．9
旬STRALIA 1．4 L1L2 1．3 ユ．2 ］．1 1．1 ll3















































































































































































































































































































































































































































































































































































SRB HU HZ CH OFR
ω。＝0・5’ω．＝0．3
50 0，003 3．92　’ 0．64 0．3 0．23．
40 0，001 8亨07 0．42 0．45 LO6 0．81
30 0，000 1．29 0．00 0．54 1．29 ．0．65


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 1／3014：00：0⑪一一 一－ 3k琉111km1］8分 8⑪゜　4so姐／s　　＋169℃　曇211°77°＋㌔2°－2．7°　　　　　　　」2kロ　｝2 ／2614：30：00’0．2k田42．5k凪119秒］2k皿　55k匝 59分2］0“2。6ロ！s－8．0℃曇215°74°弓．1°＋5．5 。。i
3 ／2813：35：009．9k田2？．Okmユ19秒 　　　　吟16km　73k皿39分80°1．8田ノs－20．2℃薄曇　鳥210°？7°1 一〇。5°　　o
?〈?｛




















4 〃　21：58：008．7　33。δ 120 16　　81 40 3。⑪　47．5　曇207　74＋3．0　　0
9 ／2514：00：00L2k団33．3kn122秒15㎞74㎞鑓100°L2㎡s－16．9℃雪215°76°＋6。0°＋2。0°k也 1
8 〃　16：00：01L4　34．4118 17　63 37 215　76一2．o　＋o．5
｜
11’F　18：00：002。1　36．4 126 14　77 4？ ト5・1．2一四雪2］5　76一1．0　＋1Φ5
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































レ ラ則点、 1得髪 経　榎 畜度 傾斜角 順方位DP　o　　　　’6642S　　9　　　　，／3948ε240 　　　’2之ピ’0 ぷ0
1）47　　O　　　／672ヨδ　　o　　　　　　’！3843ξ！860 　　　　’36、よメ’0 ゴ0
Dぷ7　O　　　／68〃ぷ／9プ32’石2’03　　　　　’355×10 30
D8り　　　’ガ・！s 134～43’ξ24ζρ 　　　　一3ノ、8メ！0 」LO
ドニムc 74930’5！23’o〆ξぷ2劫
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Vll－3
南極雪繍癖♂イ乙楼分称バ。い司基鹿旬薪藍
　　　　　　　　　　　　　　イ▲森悟，金森暢多，（御り雅島、伊・佐恵理｝（名フ（水函斑）
　　　　　　　　　　　　　　疲辺壁垂，長田和碓（極厨・雪氷）珂ミ主彦（屈晒）
　函極♂㌘氷ほ廻斑表面の環境に閲する’渚報従釆ほノヱ，。足、，量庖爵い3こヒρぐカが．亡
石含£永♂化石であり、堆綾物であ多。これが、最丸報セt3数ぱの試粋で氷湧分甲rできる
ら吟ら違去におtTる環境タ変ノ乙互疏涼す3こ　ように採，Eパφ、〉乞此におじで習峯試料，
ヒ5θ的ヒ。マ、疋痢乙1拓拓斎克を姑あよ物、コア寸ン・。，ぼ董金属の汚染与く㍑⑭
うヒび3に当リ、ど功よう后前処理冠再仏ぽ鷹±1パρ町可3こヒを試，功丘。
正確万橘報盲引き止ぜる〔をθ日らひ1こ巧るr三
めハ墓礎鈴騎礼留テ．肋？∵ピ鰭象蒔良｝）つ了寸ンア，。あぱひ頼雪アわッフ寸ンア’レ
惨祈a．　　　　　　　　　　　　　　　　の㏄町
最瑳書戚ぽ載垣賭でき狸来の　縫亘凱擁取扱江か処矧珂×フ7
試料ρ×と・昧鍍砺染護・イているパ行ラ叉・伽丈称9リーン川レー酬で行与うこ
ぎを’θ釣庖違碇可ヨたあ1二1∫実験室で・の汚　ヒ庖前虎ヒし7考Lに。従采♂報告で時、ス
染を避d3r。わ、、ど♂よう南主竜ち払ら必彊テンレ又釦鮎鋸や励鴎W畿科の壕取や
バあろρ＼にあろ9今Oで憾劣でにゲリーンラ　即断｝二田いらW？・・る。これば一更丘、Cr，
ンドや南㊨1㌢氷試料1・蘭レ⑰数♂λ磁威N流ピ・汚染♂酌9・ニロろように晃われ多べ
分や微量うL乗防ラ則定値拭報吉で此τ・・るバ、特｛・曹ゲロッ7試料晒Fリミンゲやτρ断にIJ
今回ヵ所礼♂特色ぽ、南極ひ考氷でぽ一般に廟勅であ多。（吻もヂ空気をカく含み炉助」二釘
ゲ1戸ンうンド・雪紅，）も徽量灰輪濃度臼抵乖嚇冑いこピ稿ζ・F樋顧抽暫
力“一段ヒ低い＾恐、こ此までに報萢されマる量t二乃互オ3ことバカいたあ、二汚染ヵ“ぱ．き
南極性最も低．躍度範ぼち問題ヒ．ぽ．　・1ヒ現れ恥⑭ヵ⇔知れ百い。）し々・し痔が
　緬・吻永試粋中・含れしろ無職成分ハ恒1ら1駕全に青細垣コマ寸ンフ・，レを鋸で1、M
も微量尻分とざ丸る位、Z郎博と・｛二ついマほ．　房さに切碑しようヒ虜ろ』．試料び’ケ片↓二執
75
　　50??????
ρ
△
△?．???????????
］00
75
50
25
lla
L」一一層’
0．3
0．2
0、
　　024680246802468　　024680246802468　　0246802468　　　　D・pth　unde「su「fac∈・cm　　　　　D・p七h「u［d…urf・・e，・・　　　　D，，th、，der・u・f・ce，・・図1
79
　　　　　　　　　　曾い1、。・ご、この熱しにし表面θ・ら2～牛ぴで低い一足個・違び3
♂で飾分旬に融解切瞬京易ことを訊’乃た、轟㍍について毛表面からヰひ♂三1菜さで・濃度ほ一
度を畜くプ4し呼切断蓮崖σ髭くぼ昌バ．痴～定値ヒばり，｝輪τ鰺．wロビ♂穀浩し2い多最し
乙・～袴Wマ約9ぷ○ア鯉ψ日ヨメ〆適触亮度（鮪5c即t）ピー致・Zいヨ。但しこ
当籠パ。こづ三鉦よ、い利、，尉ピにこ・・便岡し礪号デ1・・ク飢極徽量戒鋤
ス弓イスプヨこヒρXでき．断吻ε靖らがで，　考染量避、†る亡わに特別に注菟ち4ム・て燦取
試料♂汚染毛効くスぼ分につぎ認あらUtぢカ、した毛功㍗あり、気孔♪勿い試科ひあ3にレ
，た。但し融旛レて荒実〆誇伶〆3砕挟Mがり池ら訴豪面力・ら4C、口汚茨に留．マい3
dしてしまう1三めに自紗5，達ずヨニと伊ミ’さ・きがが
・「三む　ごJLじ代るし♂ヒして．痢Zlふ粍、外乏
2＿∩も金管Wt・ステンレ迦寝。た・7
0ム悠（1瓶㌦¢）亙連九たL♂に．スラ4ダ
・・，ウ董迫して亘、電し，
（・違肩。㌔融解し亡純嫡使㌶σ乞ソ
工美バ必専ヒ恩由：孔《ハ。
2〕コ了寸ン弔ルおよ聡穫雪プ⇔ッウ試料表面
　の汚染タ深ざ
　函1に硲1●ブロ・．ク試料叩坊名成分功：蓬雇
ボ裟楡σ＼ら．♪ジ系ざと集にど，ハよう｛：憂ムL訴ヨ
怜ち．示万．（c、δδ4．，NCト、百ビメ怜｛ズンあよ
ひ袖，N褥，k、蒔ピ外圭厭⇔（5濃度も嵩く，
　　　　　　　　　　　　　　　　　心乏A．
本わ入午て呼ヨ試綿1当然勿ケとも蓑面、M駈♂試料恒覇い
ρ学紅也い・る．さらにフ村ニプ・。吻揚法により鋤定し庶5集薪云巧バ主威命につ
θt∫壼．ψt二細かいこビ勃dL五庄じろことが句い・Zキ、茜し、㍍♂よう冨修：窪濠蕨分にフいマ
い♂で外軒b＼ら〉劣三朶バw較俸丙彦口でるき　し表面⇔＼ら約ユOlし↓丈上内聯迄バ3勇染され2い
や5いヒ考え・加ほ、こ」・．らぴ渇許拓・毎いこヒ巨し7い糺ぼ弓鴫さに廟φ試
ら，溺染量と垣試獅甲1泊・丁ヨ問題♂穴分料旦頃・いエCP痴・よリ菊促し庶舌果看辞、
ことほ、今後種㌘プOツウ試料②剰粛し二つき
9目多い見蓮しし看チえ3毛♂であヨむ
　倒2およひ図3に許邪ほ基r●で繰算スしβコ
ア寸ンつ。ルに閾しマの鰭粟重示巧。｛図2時「
　　　　　　　　　　，　：〔C…i去　およ　εthHPLC
侃々魂蔭醐合川・よ1・汐ト細・筋吟収茎・・」・，N・，（ご・巧染1は面助
ヂ雑閲蕗日×者ひ苦快が）鱈る♪で，㊤Z。，典1刈二達レτ・ぶ，百い。C∨あよ聡kにフ
蕨臼によりば膓え‘エ裏匂ろ．
1000
00
0
??．???????﹇?
〕
　　　5　4　3　2　1　0
厘12　　R・dius，・m
30N
?????
1］㌦
2n
Cu
］0
8
??
6?????????（
⊂O
下］
喝
」
］
⊂
ωO
⊂OO
2
図ヨ
い乞時、円抑4で裏複ヵ℃一曳t二ぼら5・，…ち染ウペ
　　　　　　　　　ひど’ζ起っていヨように
　　　　　　　　　見えヨバ、》祈上び隅題
　　　　　　　　　もあり、今後ざらt二戚釘
　　　　　　　　　しEい。
5　　4　　3　　2　　1　　0
　　　Radius，　cm
Vll－4
　レづ㌧エγ跳のフr7』リツ須し備晶蹄と・劇柔
　　　　前・禰（昧・エ），剖祷（白ムエ業所），柚乗器C炊低酬
　　　　中尾昧（昧・エ）　藤田秀二（炊・エ）
控㌘て鴛誌πα誇震K竺タ顯77雲耀竺：聾岬曇露弐涜三
　　　一脅コ
財
　　一60??
　ロ
強
度一8°
（dθ）
o 　　　lOOO
探エ（微）
2000
ρ1竃難㌶遼雛竃1警韓蛭蹴K蒜zζ三
　　　　　　　　　　　　　　　　　700m
・4’
　図2A一ズ係c軸P飾行面．β一β川訴纏池Pこ峰Ωいきラ「向2＾、氷床｝鋤∩
露鶯尋鶯焼罐／細⑳』』㌘ぷ』
　　　　　　　　　　　　　　　81
Vl卜5
クoomみず18⊃アの考／位じ歪σ・縁摩
藤昧二　椎正表　前晋爾（麟追ぺ琴工曽聾鯛物穆弊D
700m
⊥麺旦上南極〉κ床氷のC紬ぴび布ヤ桔晶
粒の牌餉、その地域の）Ki吊梼b鳩しε反峡
しτ、・ろ．｛キ）顧7イー」＿rし一ドラしドの雪
縛的研魂12方、・乙、深さクρ。・“勿」二艮ぶ氷
床¶層ボーリングが好なあ須だ・構〕旦解祈に
より、C軸分ノ布1δ藻さ／ρθ嚇寸近ユご煕依序な》
布E斥し・藻〉がメ曹寸⇔フ向て大円が一ドノレ
型が尭意了る二乙力寸↑）かフて、、ろ，
2コ　　の　λ立、：ついて
図Lc軸齢布戸が一ド’レ面・ろ／立ヒ
　　桔晶粒一のλ申長多ノ鉦の対叱．
我々1δc轍叶の測の斗均値で翻）・一個の桔晶粒1・ついてほ
促じ夙崎ヒ、4落畠粒し気泡が滑長1τ、・るろ Sん＝Sln7んωgx元 ②
厄醐べた．そ・奪課、奪論粒の牌長右枯しはダ。ぷ繍枇M鹸励稿晶ゼ日
気泡のメ鹸方倒さ一致／、予肪し丈門が一　　百二碕多sih努心c。sxぺ　（3）
ドルの面ば直麦．すうことが4）∧った・（区川）　であろ。二れうの式rL用・・て・C車hノか布がラ
ニれ」り、窃ず15の氷床内聾ビぱ’右伺1・伸しゲムτある力結晶！・引張り歪ち与ん百シミ
び杢が力衷いこ煮と垂直なユ右旬叫才匡縮↓レシ・ンεほみ奄じ、蛋の増力・｛・つ相
歪袖靭る・じが裡さ柄・　　　て乙輪布1扶酬一ド’・が縫する・綿
　辿・うぺ我輔、☆ぐ一・ンゲ・網・注じ礁・・言の動しε調べろレ歪η増カバフ拍
る鋲粉吃含もコアビ、百、飲粉が地砿気の南牝て百15わずかlz槽力plた修廠ケ1・転じ・その
考偏1・揃．て・・ろ時心パ鎌、定1た・椥6栗・迩
※さ口引3伽と543・んの2点である．その稿ブ・・τゆく・
果、飲齢の磁気ろ蜘δあるち伺・・揃〉順角のこれじ↓δ8，1
あろ：ヒがわかフたσ二れE醜気の南牝方　に・コヲが
伺じす右1ざ・じ軸分布の大円が一ド’レ面のち　う測良、た
旬1百、氷沫充釦の丸雛ち旬［z大！体直友〕る・c軸ノ分布lz
メ旦し、克．めた磁負方メ立の1ざうフき1δ±ユ（〉ビあ　ついτむ言
る。（面2）　　　　　　　　　　　　　乞計質｛rち園ユ錬粉ち含む層正τフコアの
　こ・η令吉覧し心ら、絶の藻・ざのコア1こフ、、てL　そ．η徳果、　　　づうメ立gF：氷・沫の勇し線弓倫9
がド’・面が瀧妨倫し直飼ろ晴礼叡ば畑ザド　ル・S：醗駈の南妨向’
）k鱈嚇蛭昧郁・）k床・》㈱ち旬ノし・縫1　昧1rザド’・面づ／立・
一 致了うじ・・う三とになろ。（薗3）　　　　τ・・るユ？
コ1香績舗。歪1・つ・・て氷鮎晶で幡健動・トで　　　　ヱ（鉛直軸）
引張リな形の嫌雑晶C軸が引張リ軸じ皇直なくなリ’シ
面巨向フZ回●云するP三の奏力粟1こよ））乙あカtJ　ミュレーシ
引張り軸L垂直な面・集ヤ、乙》・布すう・ゼ・ン裾果の
になり、大司が一ド’し状・・なう・勿紅副ぜ鞭し熊
1δ、一イ国の結晶粒にっ、・て劔故小歪4£ルし受の可南ば、ユ
・㍉回転角度4％の関踊は友のよ㍉・なる・了1・都恕
　　　恥・］r・。・・ス…ε。　ω　　あて・・る盃
二のCl諸的ろ裾晶粒のC軸じつk試料量が明らδ
の変形軸の角蔑であう。ぢはニユミット因うにな6。　　図3＞κ床申層の歪の輪図
82
Vll－6
南憧汁ずぼ基比の7・・m掘削｝しKおワる塑捉葡果Kブリて
　　　　　　　　　　　　　　　奥平文雄（峡阜県公営研）　1芳瀬康二（北大・低温研）
　　　　　　　　　　　　　　　　申昆正・義（北文・工）　川田弁天（富ム大・理）
　南極みずほ基比において、穿25欠南極比域　　Pa短YS。γ、（lr門）Kようヒ、椛削5しの孔径
観測隊によって掘削乏貞た7θo帆ホ㌧リングの測定値乃、ら、い才叶圭εは突式で求あら人
｝L副用只コし径，温皮，傾斜角度剥定ろ。
し㌔また，｝L壁の写項撮影も試拒．この　　ε＝一レ％。　（D
”、今回は｝し径の測定結果Kフ・・て報告ず　ここで，α．・撮初の孔任であ広α1抽る
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測定」時の孔径である。ひずみ速度Srま、この
2．測　・　　　　　　　　ひず縫ξ測足時♀での時闇で割れ1穴・・．
、Va．α5。蘂己（！？8⇔が開絶し肩し径測荘、W仇W、，て〔・）1寸てω昌一％でボ
足1～・2号機瓜ひご（桟）　1も用工巴質製、の才し倒・1　めらψしる　（臣fw5。　w）。　ここでFは）主目　Lて⇔
定橋（シブ・げづ詩し鮫測良し良。ほる深パリ上にあ房kの椅皇桔リ、πは氷
機乱（バ2号機は孔壁K3点で接触弓る型で、
直往1。㎝～｛8励が測定できる大｝し径用である。
ジオ・が一ば2点接触堅㍗4㎝一1・疏力劇算宏・、〉烏毎に示レたのカ’団2である
足㍗きる小孔径用で・ある．いザ丸も上昇ある
・）は下降国メ・ら連続Lて漫度㍗きる。
疏鯛巨＝BτπKおワゐ指数である．
　①式を利吊して、谷副足時・ひす’時を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
こマ“、r聴t刀のきし怪ヒ　して扱肖il蒔り〒》均の｝し1径ン
す亀わち30θm療まぞは’7．5帆，芝メしより孫
、・斯・引8、・頃（・砕隊報肯）刻更用した。
　7θo仇堀削糸うz日後，ノTQカう1『84年8
月3日・第1回目の測定ε実鞄し九フ・々・
／985年2月から／？36年1月励・ヶて7回．合
計8回測定した。第1回自は7助硫深ま㍗測
定で乏たが茅8回目で・牢4侮帆痴・・。
か漫・1定で？q、・1芝ヒ“抵削↓しt才⑳（縮して・・た。
酬に谷測定碕K村る孔径のフ’・みイ’しξ
禾可。
　　　　　　　　DIAMETER　（cm｝
　　　0　　6　　　　　8　　　　　10　　　　12　　　　14　　　　16　　　　18
　　　0戸
　　1…　　　　　　　　　　　　　；
　　　　②・3　　　　　　　　　　　　5
　　　　◎30Aρr
　300?
?
5
0500
700
固1．5し役のフ。D方イ！レ
10
O．8
0．6
04
0．2
0
　0　　　　　　　　　　200　　　　　　　　　400　　　　　　　　　600
　　　　　　T‘me（dayS）
図2．各深征計るひず綱経駿化
10－，
（??＝??」
→0??」↑?
Φ
≧??＝?
10－，
≡ここここ／こざミミ　　　　　　＼
　0　　　　　100　　　200　　　300　　　　400　　　500　　　600
　　　　　　　Time（days）
図3．え1）釆乏・計るひずみ速度
　　　の鰻時変イし
団2のよ猫クリーフ曲線κお・、之クリ
ー フ・ぱ3つの頒域εもつ．抽栃、ひ可w
速度力魂夕有遷物・戸・・琉ひ靭翻L
か一定ぽる定牽クリーフ・既そしてひずみ
董L度ガ’∫曽大寸る》D遭しク　リ　ーア域であそ？。
10－7
（???）?
　
　1
　　　10
Φ?」??」?
Φ
≧??＝?
10－9
・一一一一 Paterson（†97フ）
一・－ Mizuho（τ＝－35．3°C）
??、??㍗???????????
，?
，?????　
。?????
　　　　　0．3　　0．5　　　　1．0　　　　2．O
　　　　　Effective　shear　stress
　　　　　　　て（MNm－2）
団［4．せし1ごん瓦力ζひず叶違二渡の理｝イゑ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね。。。仇（酬）の一3∫陥K相当する
　　　　　　　　　　 　　　　　　しカ、ラ鋤則乞⇒3．7臼ゾでとくらべると、
し、団2で凱、の3。の領域賊咋ヅし轍狙恥て璃るオ、1薇ぽ約乙倍。大マ
な“ところカ・ある。芝こてぺ本深～毎のひずさとはって、）る。
碑彦。経畦化E示し臼力・個3であゐ。　づ、叶ず1縞源。赫り流動競の解祈
これKよる×、　320w1よリ浅・・戸rl可、遷i移ク　から得た　／）1a之　⊂け7『）の一3ζ゜Cにネ8当ピ弓
‥フ・城力・あろ・帽定単列一フ域ピさしかる琉動則£＝鴨・刈百、でに苅してぱ，
カ・所〕皓で・あると考膓ら旭。づ，鎮・指敬3綱じτ・あると同晴K、瀦〔の大勲
蝋堺・萌は、足悌クリーフ・車’趾し、もほ倒嫌よ殖値溺パ・ぬ。
最狐測定賑鱈べて加速クりづ・琳皇し
ひろヒ考訪姫．これから図3に桓麺
て、／谷》緊さにみけるひず汁遠り芝θ）最低の値ξ　Mae，　S．lrq『：J．曳L己山2答客㌧ん砂30
定常ク・戸7頑庭の独で励として、t　53－・1
んだ碗力。対・て…外・勧が・図4でく／…～・尺式己眺・ふ砒→弓
ある．
　こセようと議・・所（t砕硫力の’1・
之・、・・ろ）司3憶除町ぱ、翻淀値・巳
ほ㌧饒とぼる．・れから氷。溺　鰹ボ
めると、ξ二細x耐ブ頃。た。
7晒怖’仇β』M占ゲ撤＝批
　　じヨ　ヱコユ
Po、丸レ〉～。γし，　w．　s，B．　lr　77：eμ九穿£θP解cs
献9声｝パ㌃・＾〃・1’4？－55
Vll－7
NOS－1」統淫機機i喫鹸碕の丸氷のマイ7ロ波欄輝雇渇及観…具1」
岡香謙一　阿漁伽純（亀兼獅帆ヤw）
1．IJじ胡1＜　　　　　　　　　　　　　　吃弓象ダルらトて・B切［城とθレ席匂ヲ4たイ
　渇シオ観翔衡覧（HO∫イ）吃賜抑6z年2目・阜叶丁！イガ閲雛ビ別ぴ．昂新ぽ勧鞍そ’1’β
工1グ〃㌣曳で、衛見に14q視・祖⑮ト，笥擾憩び多偽気η’7’のデータ昨ついt琴1雇％舜と
恵外、マイ勺ρシ舶線射計ゾ％鼓され6・荷えボ♂）じ・、々柏ビ循・仁・図214・㌢磁執ラ
の竹レザ節1区二れ膓θ¢ンサも雛驚犠κ偽熱”7’14紅録さト4・・s㌃～イ7θ膓庫培廟費海違
して泥琢を観劫いゼン物’r緋誇｛臥ギー搾ε見海争脅ゑ臼杉t侃準5．臨鰭捧
亨の処狸報制を行、・，牟槍μ備ん｝こしをa　8．てアンそ†ビ’L・噛ガ塚与・｝，丸盗執㌣一
餉KHOS－f翫％戎棟ξiL㌢．晦ヂ1そわ弘仁．存鰍デ拓範舞工＋τい5デ’ヲρ6鞄値俄ゲ暖匂
ちで‘4」｛oS－1励％携稗ξ正曳Ωのラち，昭祐60・て・・ム仁劫、ニンで14猪哲擁な、賃行申ち
％1肩膓ζ日ルし海蓮舛別オピ借らみ色ジsレkのr7為按厚‖乏囹吟芦｝デー争数を㌢ギータ抑ぜεコ
僧り編禰聾嫡触そ㌧タ珊堵し励・四詩を縦軸ビ叱．線ヂ・3．8鮪液
鼻‥・て蓬κ6．　　　　　　　　埠ヂ3砕鋤のをのビあら。多fμ亨纏伺とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ頂汲脅〆」6ル｝4あ才1ノ旦られf3・、．育趨
2、　そ一9処理移象　　　　　　　　　　　争㌣～L乙〉乙例矢1ゴz3．8白Hgと3’・始H言φ為
　図fl4κ醐午’ヤ鴎磁四て・・5ギ㌧夕μづ・・て（協瞬蘭ダ／・朗の、23Zk以鴎〆
A観瘍｜領城乞皐笥．粁10f弓14砿執そ一イ’θ看≧34k以工a泣～睾範働κ蒋在ズ3ブーヲ・丁．
ちを岳笥．‘痴友そ一1°〆1才、10瑚5じ¢ク〆の煙4傷のζoφビ勿リ、’論うk●ぴ㌧％＊矛ソ％
　品　　　　　　　　　　　　　偏叫Mビ彫均
　　　　　　　　　　　　　　し必23．36Hz
　　　　　　　　　　　　　　序〃、3f．44H宣
　　　　　　　　　　　　　　の二r司膓葭♂ぐ
　44」　　　　　　　　　　　　　　イ7口凍泣射
　　　　　　　　　　　　　　簿怖渇斥例ゲ
　　　　　　　　　　　　　　’タヂ観朔煮、
　・・．6　　　　　　　　　　　　杉団笥5他董
喜　　　　　　　　　　　　惰旅匂どと伎
豆　　　　　　　　　　　　1＜輪し鰭±ふル
i　　　　　・・弓ピ・
　44’5　　　　　　　　　　】脆吃核♂初⑱
　　　　　　　　　　　　　　ρ’ρρo朔　　チ　1タ
　　　　　　　　　　　　　　∫600M　X46・1
　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　主♂∫＜テー9
　　　　　　　　　　　　　　蘭14漁閥ヂ㌢
　　　　　　　　　　　　　　じせチ「’ソ、　回
　　　　　　　　　　　　　　fの葡旦り明随城
　44．3　　1432　　143・3　　　143・4　　埠・5　の一御φHρ”
　　　　　　LONGl†UOE　｛degr■●）　　　　　　　　　　　　　　デ㌧亨としτ
　図1　練別沖の観別樋城　　記鱗うぷて・・
”zo6
■204
‘103
”203
身207
ぷユび4 ’102
身208
”201
●ZO2
‘105
㎜ 1
UO‘?????
冒O｛←Z田O匡］O
8R1㎝TNεSS　T醐E“珊RE　（κ）
　　ω
1栢EG“T1㎝　Tt唖　＝　10　“s●c
：1㌫：
INTEGRAT1㎝　T【Hε　＝　47　賊oc
－一一一一 ：z3　GHz
・‥…　㊨・・：　31　GHz
　　　　　200　　　　　　　　　　　　　　　　250　　　　2）o
　　　BRlGHT凹εSS　I脚εRATURE　（K）
　　　　　　｛旬
図Z、　多繕・気ラーゲデーヲεもしκ4ξめ
　　　巳イ7ロ源幾海蓮捧の夢ぴ物
・・氷ダ㌢｛午の診流をも〆τいF℃也ふ申ら，
　　　　　　3．　あ’・わ、1∫＜
　　　　　　　μos－1拷鱈・zイ7ロ癩旗胎トィゲ矛11淘ラkの
5．冴ま簸ビ観鋤ρつ手航ち篇㌢．障μ才ソ樟も｛レエれレし貿一吻
4同助ピ輪ちち且ダ9乙ら小てい｝プ、二♂耽れ）．
85
V川一1
鵬夫翻鏑飾こあける鱈物物鋤雌‖
神山考苔（票畝彦理i舞）
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リ親穎・・ピ鮎・縦。て雄しち雪・しlq82）内陸高原部の剖升の特柱ヒ考
上彰内で潜かしたのう電気伝樽漫を測彫才るえられろ。pH方ち換算した永秦イラ「ン獺
ヒヒ毛κ…先ラ擁ρの細拗瀞L
た。あつ力墓蛸に胡ヵうルーLの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》
一御でのみ風が曽上車」彦行巧伺⑳
後筋ろ史たこヒぴあ。た．ヴシーベブ．．・　　　　　　　　　⑳靴瞬蜘のの狛峯噺ち帰　　　　　　　　　砥
フた．
　3。電気伝喜痩〃地理めガ弗
　4「トラノぐ一又ル’レ：音いの電気
伝導塵の乎均値，標孝偏差など乞
表ユに．　また）L一トρ概略ヒ電多L
伝喜童の動方イ，し檀iに示し
た．縫蝋、よリ内騨力当鮫昨
電鞭嫡ぐいκドーム輪
ンチ虜却部芦著し、、こヒがわカろ
であろう。
4．電気痴韓ヒpH
拷ち帰。た試料のpHを州メ
ー ター（東亜電波工業甘Mづ那
＋臼Rlω戸）を酬て刻定した
。矢気ヒ乎衡にある蒸留水のpH
炊5ぷヒ計算されることを老える
と、pHの更劉値が比彰釣低い値
であるこヒ炊赫ろ．試料のpH
ヒ電気伝導度の関係を図2にf£し
㌔∴3ポ4罐
　　　　0　　　　　　　　　　　　　　500KM
Fiq．　l　　　The　dis七ribution　of　electric　conductivity　of　the
me］」ted　snowdrif七　a／ong　the　traverse　rouヒes　of　JARE　26
86
ヒ電薯度の鰍を図13｜（前述のDelmα94t　ol．
の図ヒヒ毛κ系し托．ドームCの水素イオン
凛助こ〃εパるとカなリ商範囲の永桑イオン漉
度炉彙久一ン毛’ドランド内陸韻κぱ分獅し
てあリ．ドニムcの値ロその瑚醸の抑分κ
釘i坑’して、、ることがわガる。
　　5。踊f中の物質の起循！、て関する老勇ξ
　　今後採取し托サン争ルの分新をさちに遊め
なけれぱσうな、1ごヒぱ毛ちうんであるガ、
ここで1打鋪のデーダー．鯨ザ、、まがの1°　　　　　　　°瀦観とκドリ升輌物蜘繊Kつ、X：
である。このようκ本※北宇嫁に筒濯凄であ　　1
る人工微能繍耐る物質繍糠では南゜・　5。。鑑餉Eq1｝・、2°　25
極の内麟1（卓越して、、ること1づ．二ψLろの　Fiq．3　The　relationship　between　the　values　of
糎が新圏樋ぐず，こ放糎贈界面を重蕊ぽ：慧蕊ご。霊’：：．瓢：驚；、．
し埴書鋤極内麟ハ膚楓辣て・・るヒ％
え玩る．♂よう，時えるε．朗釦圏Ta：：；艮、。；：：S：，β。：＝：lt；．霊ラV＝：。｛呈：：
騒護ξ藍㍊：㍑㌶ε罐磐．＿一＿＿
《㍑憂乏書1雇曇羅妥謁設欝；竃崖㌧ii竃曇曇曇・闇，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mizuho　（Hl28）　3　　　　　　Watanabe　（1978）
o
　　　References
Deユlnas，R．，M．　Briat　and　M．　Leqrand　　　Chemistry
　　of　South　Polar　Snow，　」．　Geophys．　Resっ　87，
　　4314－4318，　1982．
Jouze1，　」．，　L．　Merliva亡，M．　Pourchet　and　C．．工ρrius
　　A　continuous　record　of　artifieial　tri七ium
　　fallout　at　the　South　Pole　（1954－1978），　Eart二h
　　Planet．　Sci．　Le七セ．，　45，　188－200，　1979．
Petit，」．R”J．Jouzel，M．　Pourche七and　L・Merlivaヒ
　　A　detailed　study　of　snow　accumulation　and　stable
　　isotope　content　in　Dome　C　（Antaxctica），　J．
　　Geophys．　Res．，　87，　4301－4308，　ユ982の
Ra▽oire，」．，C．Dorius，」．Robertこand　E．Roth
　　Tritユum　content　工n　a　firn　core　f士om　Antarctユca，
　　」．　Geophys．　Resっ　75，　2331－2335，　1970
　Wa七anabe，　O．　　　　S七ratiqraphic　st二udies　of　the
　　snow　cover　in｝fizuho　Plateau，　Mem．　Nat1工nst．
Polar　Res．，　Spec．　工ssue，　7，　154－181，　1978．
87
V川一2
みずほ高原における地吹雪の水平発散と表面：堆積
高橋修平　（北見工業大学）
1．やまと裸氷原の成因は？
　また裸氷にまでは至らないまでも，
Glazed　Surfaceのような平滑な雪面
形態が、表面傾斜の急な地域に発達
するなど、雪面形態と表面傾斜との
関連が報告されている。
　これらの成因として、地吹雪の水
平発散による表面削剥を考え、雪面
からの蒸発と合わせて表面質量収支
の分布を求める．
2．風速分布
　　南極大陸内陸部で常時発生して
いる斜面下降風は、斜面傾斜に依存
するので、その風速・風向は斜面傾
斜・方向により求められる。図1に、
みずほ高原において表面地形から求
めた風速分布を示す。風速基準はみ
ずほ基地気象データに基づく。やま
と山脈の上流部およびベルジカ上流
部に風速極大部が見られる。
3．地吹雪の水平発散
　　やまと山脈周辺には広大な裸氷原が分布
する。その成因にっいては，基盤の障害にと
もなう氷床の上昇流動による説明などが試み
られている。しかし第一原因は基盤にあると
しても，氷床上昇流のみでは，氷床表面が高
くなればいいのであり，表面が削剥されて裸
氷面となる過程が説明されない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　3ぴE
　　みずほ基地において地吹雪輸送
量は風速の約5乗に比例した。これ
に基づき、上記の風速・風向から地
吹雪輸送量を求め、15kmメッシュ
の格子点において周囲の輸送量の差
から地吹雪の水平発散量を求めた。
水平発散分は表面からの質量消失分
となり、この量が降水量を上回ると
き表面では削剥となる。図2の計算
結果によると、やまと山脈南東部に
削剥地帯が拡がり、裸氷原地帯と概
ね一致する。ベルジカ東方にも強い
71°S
削剥が見られるが、ここに広い裸氷原は見ら
れないという事実と反する。しかし、最近の
探査によると、この地域の標高は現在の地図
とかなり違うという報告もあり、改善される
可能性もある。
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●国電（赤羽線）板橋駅下車徒歩13分
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